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人

事

任
命
さ
れ
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員

平
成
19
年
１
月
１
日
付
け
で
、
杉

山
良
三
さ
ん
（
上
野
田
）
と
小
林
明

久
さ
ん
（
大
久
保
）
が
、
同
じ
く
４

月
１
日
付
け
で
、
岩
増
信
幸
さ
ん

（
北
下
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、

人
権
相
談
や
人
権
思
想
の
啓
発
活
動

な
ど
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▲岩増信幸さん

調

査

全
国
一
斉
調
査

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

６
月
１
日
現
在
で
、「
商
業
統
計

調
査
」が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
の
卸
売
業
、
小
売
業
を
営
む
す

べ
て
の
事
業
所
が
調
査
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
て
、
国
や
都
道
府
県
・
市

区
町
村
の
商
業
振
興
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
な
ど
流
通
産
業
施
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

５
月
下
旬
に
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
調
査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い
ま

す
。ま

た
、
こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基 ▲小林明久さん ▲杉山良三さん

医

療

高
額
医
療
費

入
院
時
の
医
療
費
の
支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す

70
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と

き
、
平
成
19
年
３
月
ま
で
は
自
己
負

担
分
を
一
時
全
額
負
担
し
て
、
あ
と

か
ら
の
申
請
で
限
度
額
を
超
え
た
分

を
支
給
し
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
４

月
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入

院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
す
。

平
成
14
年
か
ら
す
で
に
、
70
歳
以

上
で
は
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
19
年
４
月
か
ら
70
歳
未
満
も
対
象

と
な
り
ま
す
。（
国
保
税
の
滞
納
が

あ
る
と
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

▼
手
続
き
の
流
れ

▼
問
合
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
保
険
室
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づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調

査
で
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
、

統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
疑
問
や
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
政
策
課
ま
た

は
県
庁
統
計
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先

県
庁
総
務
局
統
計
課
経
済
産
業
グ
ル

ー
プ

牲
０
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役
場
総
務
政
策
課
政
策
室

牲
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線
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水

道

平
成
19
年
８
月
分(

７
月
検
針
分)

か
ら

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

水
道
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
日
ご

ろ
よ
り
ご
理
解
を
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
の
水
道
事
業
は
、
平
成
10
年

の
料
金
改
定
か
ら
、
９
年
間
据
え
置

い
て
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
経
費
の
節
減
、
事
務
の
合

理
化
を
行
い
現
在
ま
で
健
全
な
運
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
町
は
吉
岡
バ
イ
パ

ス
や
上
毛
大
橋
の
開
通
な
ど
幹
線
交

通
網
の
整
備
・
拡
充
で
、
県
下
で
も

人
口
の
伸
び
が
最
も
高
く
、
さ
ら
に

前
渋
・
高
渋
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
見

据
え
、
今
後
も
増
加
傾
向
は
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
口
、
消
費
、
経
済

エ
リ
ア
の
拡
大
は
、
当
然
水
道
使
用

量
の
伸
び
に
つ
な
が
り
、
現
状
で
は

浄
水
・
配
水
能
力
が
追
い
つ
い
て
い

か
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
解
消
に
向
け
、
６
年
前
か
ら

第
４
次
拡
張
事
業
実
施
計
画
に
基
づ

い
て
、
浄
水
場
お
よ
び
配
水
池
な
ど

の
施
設
整
備
を
推
進
し
て
い
る
状
況

で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
現
行
料

金
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、
多
額
の
資

金
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
で
あ
り
、

今
後
の
水
道
事
業
の
経
営
安
定
化
を

図
る
た
め
、
調
査
研
究
懇
談
会
で
事

業
の
必
要
性
や
課
題
な
ど
を
精
査

し
、
ま
た
他
市
町
村
の
水
道
料
金
な

ど
の
比
較
を
行
う
な
ど
、
料
金
改
定

の
必
要
性
に
つ
い
て
３
回
に
わ
た
り

審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
答

申
を
も
と
に
３
月
議
会
に
提
案
し
、

平
成
19
年
８
月
か
ら
水
道
料
金
の
引

き
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
「
安
全
で
安
心
な
お
い
し

い
水
」
の
安
定
供
給
を
め
ざ
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
経
費
節
減

や
経
営
の
合
理
化
を
図
り
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
上
下
水
道
課
上

水
道
室
　
牲
54
・
３
１
１
１(

内
線

５
０
３
）


